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1 学年 看護宣誓式 

地域で健康教室を実施し、住民同士のつながりや日々の  
生活習慣が健康を支える力になっていることを実感しました。  
看護学生として地域の特性を理解し、人々が主体的に健康を守れるよう

関わる看護の重要性を学ぶことができました。    玉村  陽菜  

本校では、「地域とのつながり」を大切にしています。  
 

2 年生は、市内 7 カ所で健康教室を実施しました。どうしたら地域の  
皆さまに伝わるか、学校で何度も練習をして教室を実施させて頂きました。  
学校に戻ってきた学生は目をキラキラ輝かせて、やり切った表情でした。  
ご協力いただきました地域の皆さま、本当にありがとうございました。  

この活動が、将来のいわき市での活躍につながりますように…  
 

健康教室での交流を通して、住民の方々は互いに支え合う力
をもっていると実感しました。  
一人ひとりの経験を尊重し、強みをいかして関わることが、

地域での豊かな暮らしに繋がると学びました。              
髙萩  芽衣  

第 58 期生（ 1 年生）の看護宣誓式が  

行われました。  

看護宣誓式とは、ナイチンゲール像から  

キャンドルの灯りを受け取り、その灯りの中で  

宣誓文を唱和し看護師になる自覚を高める  

式典です。  

58 期生の看護宣誓文には、初めての臨地実習  

での経験を基に、自分たちの理想とする看護師を  

目指し全員で学び続けていくという決意が込められて  

います。ナイチンゲール像より受け取った灯を手に  

宣誓する姿は、入学してから半年間での成長が感じられ、  

とても素敵な宣誓式となりました。  

58 期生の皆さん、おめでとうございます。この日の思いを  

胸に、 58 期生全員で日々成長していきましょう！  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次回は令和 8 年 9 月発行予定 ■発行部数／約 350 部 ホームページ、SNS でも情報発信中！  

卒業生からのメッセージ 

56 期生や先生方、家族に支えられ、辛いことがあっても、この 3 年間  
乗り越えることができたと思っています。  
私はコミユニケーションが少し苦手で、人との関わりに緊張と不安が  

ありました。しかし実習では、さまざまな方の助言を頂きながら患者さん
との関わりを重ねていくうちに、少しずつ人と話すことに楽しさを感じる
ことができるようになりました。今では患者さんの価値観や思いを尊重し
ながら、笑顔で関われるようになりました。  

3 年間、関わって下さった方々に感謝を忘れず、これからも日々成長  
していけるよう努力していきたいです。                  迎  明日香  
 

看護学校での 3 年間を振り返ると、たくさんの素敵な経験をしたと  
感じています。この学校に入学する以前は、別の道を目指し勉強をして
いました。今までは勉強は一人でするものだと思っていました。 3 年間
の中での実習や国家試験の勉強において、互いに教え合いながら、一緒
に学んできましたが、私にとって今までにない経験でした。この学校に
入学し、 56 期のみんなに出会わなければ、同じ目標に向かう仲間と支え
合ったり、高め合ったりする素晴らしさを知らないままだったと思い  
ます。これからは、この 3 年間の経験や思い出を大切に看護師として  
頑張っていきたいと思います。    

柳沢  伶菜  
 

この 3 年間、楽しいことだけではなく、辛いことや苦しいこともたくさん  
ありましたが、大好きな 56 期のみんなと先生方のおかげで充実した看護学生
生活を送ることができました。この学校に入り、大切な仲間と出会えたことが
1 番の宝物です。今まで支えてくれた方々への感謝を忘れず、自分の理想の  
看護師像に近づけるように努力していきたいと思います。  

在校生の皆さん、この学校はどこよりも温かい愛が溢れた学校です。どんな
時も仲間がいることを忘れず、夢に向かって頑張ってください。  

永井  杏  

令和 8 年 3 月 3 日  
 
第 56 期生、39 名が  
いわき市医療センター看護専門学校から羽ばたきます。  

第 56 期生のみなさん  

ご卒業おめでとうございます  

看護学生として学ぶなか、私は知識や技術だけでなく、人としても大きく
成長することができました。実習や実技試験で思うようにいかず、悔しい  
思いや辛い思いも味わいましたが、少しずつ頑張っている自分を好きになれ
ました。それは、私の大事な 56 期の仲間、先生方、家族の存在があった  
からです。全ての経験は自信や感謝、そして大切な思い出になります。  

戻りたくても戻れない 3 年間は一生の宝物です。「 Blissful !」  
田中  志帆  


